












































































































を 行 っ て い た 英 国 の 東 洋 製 品 専 門 店
Singleton Benda & Co. のことだと推測され，
高島屋の「外人向着物」は，この Singleton 
Benda & Co. によって英国内で販売された可
能性が非常に高い。
　この高島屋の『外人向着物図案』には131
枚の図案が収録されており，それを濃淡関係
と明暗関係を基準に分類すると，多くがペー
ルカラーと呼ばれる淡く明るい色で占められ
ていることがわかる。これは高島屋に限った
傾向ではなく，また同時代の日本の流行色と
は全く違ったものであり，優れて海外向けの
色選びであったといえよう。そして，このよ
うな色選びは，1909年あたりに出された英国
側の要請によるものであった。輸出用キモノ
が流行した20世紀初頭の室内装飾には，それ
までの重く暗い色に代わって，明るく柔らか
な色が好んで用いられるようになっていた。
輸出用キモノは英国では主に室内着として用
いられていたことから，薄い色が求められた
のは，当時の明るく柔らかな室内の雰囲気に
合わせるためだった可能性が高い。これまで
の調査で，英国内の美術館・博物館に収蔵さ
れている輸出用キモノの実例を多く発掘して
きたが，それらに使われている色を参考にす
ることで，製作年代の特定に役立てることが
できよう。
　一方，これら輸出用キモノの流行は，同時
代の現地のファッションにも大きな影響を与
えている。ミドルクラス以上の女性を読者対
象としたファッション新聞 Queen を見ると，
とりわけ1907年と，1911年～1913年の二つの
期間にキモノ風ファッションの記事が多数見
られる。20世紀に入ると，フランスの影響に
よって，英国でもキモノがファッショナブル
なものだと捉えられるようになっていた。特
に1907年に入ると，kimono という語の使用
が著しく増加し，「キモノからインスパイア
された」という，直線的で，ゆったりしたシ
ルエットのコートやドレスの記事が紙面を占
めるようになった。
　このように，キモノは色やモチーフといっ
た表層的な影響にとどまらず，より原理的な
衣服の構造を変化させたという点で，20世紀
におけるジャポニスムの大きな転換点である。
その影響源であると考えられる輸出用キモノ
の流行は，日英双方の業者の相互交渉の賜物
であったといえるだろう。
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